
■産業保健看護専門家制度研修 
 所定のプログラムについては、日本産業衛生学会の産業保健看護専門家制度の単位取得が可能です。

＜認定単位取得可能セッション＞
日時 時間 会場 セッション セッション名 単位数 認定項目

10:00~12:00 現地 実地研修１　富士電機（株）川崎工場 製造業の職場巡視と産業保健活動 実地2単位
実地研修
⑦職場巡視
１．職場巡視

10:00~12:00 現地
実地研修２　東日本旅客鉄道株式会社
東京総合車両センター

鉄道運輸業の職場巡視と産業保健活動 実地2単位
実地研修
⑦職場巡視
１．職場巡視

10:00~12:00 現地 実地研修３　株式会社マテリアル 中小製造工業の職場巡視と産業保健活動 実地2単位
実地研修
⑦職場巡視
１．職場巡視

10:00-12:00 赤松１ 産業保健看護部会研修会
これで進む！ストレスチェックを活用した
遠隔職場環境改善の実践

実地2単位
実地研修
③健康管理
3.メンタルヘルス

9:30～11:30 赤松 四部会合同シンポジウム
若手学会員からみた専門職の人材育成　～
産業構造の変化と今後の産業保健を見据え
て～

専門２単位
①産業看護総論
1.産業看護の歴史
と展望

13:00～14:30 赤松 特別公演 化学物質との健康の疫学研究 専門１単位

⑤作業環境管理
4．有害業務（化学
物質・物理的要
因・生物学的要因
による健康障害防
止対策）

14:45～16:15 赤松 産業衛生技術部会研修会
産業安全衛生の温故知新（ステップバック
で学ぶこれまでの100年とこれからの100
年）

専門１単位
①産業看護総論
1.産業看護の歴史
と展望

14:45～16:15 山百合 産業歯科保健部会研修会

労働安全衛生法に基づく歯科医師による有
害業務健康診断に対する調査研究
　～茨城県内事業場における有害業務健康
診断対象者の歯科疾患有病状況および事業
場の衛生管理の状況について～

専門１単位

⑤作業環境管理
4．有害業務（化学
物質・物理的要
因・生物学的要因
による健康障害防
止対策）

7/25（金）

7/26（土）

産業保健看護専門家制度の更新等で継続研修としての単位を取得するには、産業保健看護専門家制度名簿登録者専用サイトより、研修内容報告（様式第2号-2)を
入力する必要があります(報告書作成は紙媒体での作成から、電子申請となりました）。報告書作成の際、学会参加証をあわせて電子データで登録する必要があ
ります。本学会の参加証は保管しておいてください。
研修内容報告の電子申請の詳細については、産業保健看護専門家制度ウェブサイトをご参照ください。
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